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――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
■□■□■□■□■□＜１．ホ カ グ リ 情 報 局 ＞■□■□■□■□■□■ 
――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
 
（１）令和４年度「受け継ぎたい北海道の食」動画コンテスト入賞作品の決定 
▽北海道農政事務所は、北海道における食文化の保護・継承を目的に令和４年度「受け継ぎたい北
海道の食」動画コンテストを実施しました。今般、優秀賞等の入賞作品（優秀賞５作品、優良賞５作
品、入選５作品）が決定しましたのでお知らせします。 
https://www.maff.go.jp/hokkaido/press/syokuryo/keikaku/230221.html  
 
（２）刑務所出所者の就農を支援するパンフレットを作成しました！ 
▽帯広・旭川・網走刑務所では、受刑者に農業の知識・技能を身につけさせ、円滑な社会復帰を支援
する「農業モデル」の取組が行われています。 
北海道農政事務所は、「農業モデル」の周知及び刑務所出所者の就農を支援するため、刑務所出所者
を雇用する際に活用できる国の補助事業等をご案内するパンフレット（農業関係事業者向け）をを
作成しました。パンフレットは、北海道農政事務所の HP よりご確認ください。 
出所者の就農支援パンフレットはこちら 
https://www.maff.go.jp/hokkaido/kikaku/syougai/index.html#model  
 
（３）畑作物の直接支払交付金（ゲタ対策）における交付単価の改定について 
▽畑作物の直接支払交付金における交付単価について、令和５年産より改定されることとなりまし
たのでお知らせします。 
 新しい交付単価は下記リンク先を参照して下さい。 
https://www.maff.go.jp/hokkaido/suishin/keieiantei/keiei_antei/attach/pdf/index-10.pdf  



 
（４）農林水産省共通申請サービス(eMAFF)導入のお願い 
▽「eMAFF」は、農林水産省の所管する行政手続や補助金・交付金の申請・審査手続をオンライン
（スマートフォン等）で行うためのシステムです。認定農業者制度や強い農業づくり総合支援交付
金事業、経営所得安定対策等、多くの手続が eMAFF を使って申請が可能となります。 
eMAFF について：https://www.maff.go.jp/j/kanbo/dx/emaff.html  
eMAFF 申請ページ：https://e.maff.go.jp/GuestPortal?ec=302&startURL=%2Fs%2F  
 
（５）北海道の生産現場と食に役立つ情報をホームページで発信しています。 
▽北海道農政事務所は、「みどりの食料システム戦略」に関する情報をまとめた Web ページを開設
しています。補助事業やパンフレット等の施策に関する情報だけでなく、道内の取組事例や、有機
食品を購入できる店舗など、生産現場と食に役立つ情報を発信しています。 
https://www.maff.go.jp/hokkaido/midori/top.html  
 
（６）統計情報  
◯北海道の農林水産基本データ集を更新しました。 
http://www.maff.go.jp/hokkaido/toukei/kikaku/kihondata/kihondata.html 
〇令和４年産春植えばれいしょの作付面積、収穫量及び出荷量について 
https://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/sakumotu/sakkyou_yasai/index.html#y5  
〇令和４年市町村別耕地面積(北海道)について 
https://www.maff.go.jp/hokkaido/toukei/kikaku/sokuho/index.html#shichoson  
 
（７）BUZZ MAFF『なまらでっかい道』をご覧ください。 
▽農林水産省は、我が国の農林水産物の良さや農林水産業、農山漁村の魅力を伝えるため、職員の
スキルや個性を活かして、省公式 YouTube チャンネルで情報発信をしており、北海道農政事務所で
も「なまらでっかい道」というチームが発信しています。 
 
○BUZZ MAFF『なまらでっかい道』の web ページ 
https://www.maff.go.jp/hokkaido/buzzmaff/index.html 
２月発信動画 
・「これでもかと道産食材を詰め込んだおいしいクッキング」 
https://www.youtube.com/watch?v=j56S8-IMyig  
 
（８）農林水産省広報誌「aff（あふ）」をご覧ください。 
▽「aff（あふ）」は、消費者の皆さん、農林水産業関係者の皆さん、そして農林水産省を結ぶウェブ
マガジンです。２月の特集は、「日本の「食料」を学ぶ」です。 
https://www.maff.go.jp/j/pr/aff/index.html 
 
――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
■□■□■□■□■＜ ２．イ ベ ン ト 情 報 ＞■□■□■□■□■ 



――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
 
〇「北海道十勝発スマートフードチェーンプロジェクト「事業化戦略会議 2023」」の御案内 

農研機構は、「農業・食品版の Society5.0」の早期実現を加速化させることにより、農畜産物の生
産性及び収益の向上を図り、農業・食品産業の競争力強化及び産業振興を通じて、地方創生に貢献
するため「北海道十勝発スマートフードチェーンプロジェクト」を開始し、取組みを行ってきまし
た。 

この度、本プロジェクトにおける取組み及び研究成果等について紹介するとともに、事業化に向
けた戦略等に関して、広く議論することを目的に、本会議を開催します。 
https://www.naro.go.jp/event/list/2023/02/156703.html  
 
日   時：令和５年３月 24 日（金曜日）13 時 00 分から 16 時 00 分 
方   法：対面（定員 120 名）及び Web 形式（YouTube ライブ配信） 
会  場：帯広市民文化ホール 小ホール（帯広市西５条南 11 丁目 48 番地２） 
申込方法：申込フォームへ必要事項をご記載ください。 
https://prd.form.naro.go.jp/form/pub/naro01/hokkaido_sfc2023  
申込期限：会場参加     令和５年３月 16 日 (木曜日) 17 時 00 分 
     オンライン参加   令和５年３月 23 日 (木曜日) 17 時 00 分 
 
――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
■□■□■□■□■＜ ３．現 場 の き ら 星 ☆ ＞■□■□■□■□■ 
――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
 
★今月のきら星・・・オーガニックをもっと知ってもらいたい（オーガニックライフスタイルショッ
プ Bitte（ビッテ） 代表 森 奈央 氏） 
 

七飯町でオーガニックにこだわった食材を提供し、来店客が自ら欲しい分だけを量り、持参した
容器で購入するお店「Bitte（ビッテ）」を経営する森 奈央さんを紹介します。 
 

森さんは山梨県の出身で、結婚後、子育てを考え、北海道へ移住しましたが、2020 年 3 月までの
約 2 年間は、夫を残し、子ども二人とドイツ・ベルリンに住んでいました。ドイツでは、訪れたス
ーパーに置かれている食品の約 6 割がオーガニック食品であるなど、オーガニックが常に身近にあ
ります。また、地球の環境保全にもつながることなどから、オーガニックの商品を選ぶ人が多いそ
うです。森さんはそこで、オーガニック食品を食べる生活を続けていたところ、1・2 週間で身体が
軽くなる感覚を肌で感じたとのことで、。帰国後、オーガニックをもっと知りたいとの思いから、ド
イツの民間企業が認定する「ドイツ IOB オーガニック専門家」の資格を取得し、令和 4 年 4 月に
「Bitte」をオープン。8 月には、「オーガニックをもっと身近に」をテーマにしたイベント「Bio マ
ルシェ」を函館市内で開催しました。 

道南地域ではオーガニックに関心のある人は少ないとのことですが、「Bitte」に来られるお客様に
は、アレルギーのある子どもがいる家庭や大きな病気をしたことがある方などを中心にリピーター



が多く、今後、オーガニックのニーズが増えていくと考えているそうです。また、「Bitte」では、道
南地域で生産される有機農産物も取り扱っており、販売する有機農産物に関する情報を生産者と
SNS でやりとりするほか、直接生産者を訪問して栽培等に懸ける思いや生産方法などを確認し、納
得した有機農産物を仕入れて販売しています。 

森さんは、「多くの方々に、オーガニックとは単に有機、有機農業、有機栽培のものという意味で
はなく、自分や家族、生きているもの全ての健康、環境に配慮するライフスタイルだということを
伝えていきたい。」と熱心に仰っていました。このような森さんの取組は、農林水産省の「みどりの
食料システム戦略」とも通じるところがあることから、函館地域拠点として、森さんと連携した取
組を進めていきたいと考えています。 
 
――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
■□■□■□■□■□■＜４．地方参事官こぼれ話＞■□■□■□■□■□■ 
――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
 
★今月の地方参事官・・・帯広地域拠点 山田 淳一 
 
 帯広地域拠点の山田です。 
 休日のドライブが趣味で、着任（令和４年４月）以降、阿寒湖、摩周湖、知床、霧多布、釧路、富
良野などへの小旅行で走行距離を順調に伸ばし、8 か月で約 10,000 キロを走破してきましたが、12
月中旬からはぱったりと距離計が進まなくなりました。 
 12 月 14 日に初めて雪が積もり、それ以降、幹線道路の雪が溶けてきた頃にまた降るということ
の繰り返しで、少し裏の道路に入れば圧雪や洗濯板(若い人は知らないかも)のようなアイスバーン。
生まれも育ちも関東で、雪道の運転に不慣れなため、ハンドルを握って遠出する気分にはなれませ
ん。最近の休日は、まず、駐車場の雪かき、灯油と食料の確保、そして近隣のモール温泉での入浴と
サウナというのがパターン化しています。 
 ここ十勝の魅力の 1 つは、各市町村に温泉施設があり、しかも、充実した施設でありながら安価
(関東の半値以下)で利用できることだと思います。また、本州ではこの時期のイベントは余りありま
せんが、十勝管内では帯広市の氷祭り、陸別町のしばれフェスティバル、鹿追町のしかりべつ湖コ
タンなど厳しい寒さがあってこそ開催ができるイベントが各地で行われています。厳しい寒さの中
で家の中にこもりがちですが、寒さも楽しみに変えてしまうパワーには圧倒されます。新型コロナ
ウイルスの影響により、3 年ぶりの開催となったイベントが多いようです。 
 さて、十勝管内の 2022 年の農業生産につきましては、JA の取扱高が概算で 3,494 億円と過去 3
番目の水準となり、食料自給率も 1,170％（フードバレーとかち推進協議会発表）となったと聞いて
おります。しかしながら、燃油、肥料、飼料、資材の価格高騰、牛の個体価格の下落などにより、所
得の面では大変厳しい状況にあると思うところです。 
 先日、管内の市町村、関係機関の担当の方に参加をお願いして web での説明会を開催し、令和４
年度第２次補正予算における肥料・飼料等の緊急対策や令和５年度農林水産予算概算決定の概要（事
業等）について情報提供させていただきました。また、現在、各関係機関を訪問し、その後の関係機
関における事業活用に関しての検討状況や予算・事業に関する御質問・御要望についてお聞きして
いるところです。地域拠点としては、省としての支援策や事業を活用いただくことなどによって地



域の農業の発展につなぐことができればと考えております。お問合せや情報提供の御要望などがご
ざいましたらお気軽に帯広地域拠点へ御連絡ください。 
 
■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■ 
 
▽北海道農政事務所の各地域拠点では、Web サイトを開設しています。地域の取組や身近な情報の
発信などを行っていますので、ぜひご覧ください。 
 
○札幌地域拠点（https://www.maff.go.jp/hokkaido/sapporo/index.html）  
・JA とまこまい広域の女性役員と意見交換を行いました。 
https://www.maff.go.jp/hokkaido/sapporo/photorepo/torikumi/230207.html   
・夏いちご、冬いちごを生産する「うらかわ菅農園」を取材しました！ 
https://www.maff.go.jp/hokkaido/sapporo/photorepo/gannba/230110.html  
 
○函館地域拠点（https://www.maff.go.jp/hokkaido/hakodate/index.html）  
・函館地域拠点連絡会議を行いました 
https://www.maff.go.jp/hokkaido/hakodate/photorepo/torikumi/20230225_sinkoukyoku_rfenrakuk
aigi.html 
・食料・農業・農村基本法の検証・見直しに係る意見交換を行いました 
https://www.maff.go.jp/hokkaido/hakodate/photorepo/torikumi/20221223_kihonhou_ikenkoukan.
html  
 
○旭川地域拠点（https://www.maff.go.jp/hokkaido/asahikawa/index.html） 
・出前授業「学生と考えるみどりの食料システム戦略」を開催しました。 
https://www.maff.go.jp/hokkaido/asahikawa/photorepo/kyokunou.html  
 
○釧路地域拠点（https://www.maff.go.jp/hokkaido/kushiro/index.html） 
・エゾシカ・ヒグマ対策に係る意見交換と現地調査が行われました 
https://www.maff.go.jp/hokkaido/kushiro/photorepo/20230130_tyojutaisaku_tenji.html  
・JA しべちゃの女性役員と意見交換を行いました 
https://www.maff.go.jp/hokkaido/kushiro/photorepo/20230206_ikenkoukan_shibecha.html  
・北海道における農観（農業✕観光）連携の取組に係る意見交換及び現地視察（鶴居村） 
https://www.maff.go.jp/hokkaido/kushiro/photorepo/noukan2023.html  
・「くしろ消費者まつり」でジャンボ牛を展示！ 
https://www.maff.go.jp/hokkaido/kushiro/photorepo/20230204-05_kushiroshohishamatsuri.html  
・元自衛官が地域との共生を目指しながら放牧豚経営にチャレンジ！ 
https://www.maff.go.jp/hokkaido/kushiro/photorepo/morimasa20230201.html  
 
○帯広地域拠点（https://www.maff.go.jp/hokkaido/obihiro/index.html）  
・「雪印メグミルク大樹工場」を訪問しました。 



https://www.maff.go.jp/hokkaido/obihiro/photorepo/torikumi/20230119_meeting.html  
・「十勝の食品・農林水産物輸出拡大ステップアップセミナー」を開催しました。 
https://www.maff.go.jp/hokkaido/obihiro/photorepo/torikumi/20230123.html  
・令和４年度十勝東部地区農業委員会連絡協議会研修会で「みどりの食料システム戦略」などの情
報提供を行いました。 
https://www.maff.go.jp/hokkaido/obihiro/photorepo/torikumi/20230127_meeting.html  
・「ポスターセッション 2023～北海道農政事務所帯広地域拠点の取組を魅せます～」を開催しまし
た。 
https://www.maff.go.jp/hokkaido/obihiro/photorepo/torikumi/20230130_poster.html  
・令和４年度十勝東部農業士会冬季研修会で「みどりの食料システム戦略」などの情報提供を行い
ました。 
https://www.maff.go.jp/hokkaido/obihiro/photorepo/torikumi/20230206_meeting.html  
・「JA 十勝清水町堆肥化施設（ペレット堆肥）」を訪問しました。 
https://www.maff.go.jp/hokkaido/obihiro/photorepo/torikumi/20230214_biomass.html  
 
○北見地域拠点（https://www.maff.go.jp/hokkaido/kitami/index.html）  
・道東地域における農福連携推進セミナーを開催しました 
https://www.maff.go.jp/hokkaido/kitami/photorepo/torikumi/noufuku_230120.html  
・「遠軽町農村女性ネットワークきらめく翼」情報交換会に出席しました 
https://www.maff.go.jp/hokkaido/kitami/photorepo/gennba/zyosei_230119.html  
・令和４年度オホーツク有機農業セミナーが開催されました 
https://www.maff.go.jp/hokkaido/kitami/photorepo/gennba/230126_yuki.html  
 
□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■ 
 
============================================================== 
＜編集後記＞ 
 年度末になり、段々と忙しい時期になってきました。こんなときはゆっくりと温泉に行きたい気
分です。北海道は色々なところに色々な種類の温泉がありますので、どこに行こうかと考えるだけ
でも楽しいです。 

（担当：加藤） 
============================================================== 
 
◇北海道農政事務所メールマガジン「ホカグリ通信」では、配信登録者を募集しています。ぜひお知
り合いにもご紹介ください。 
 
◇メールマガジンの配信をご希望の方はこちら 
https://www.maff.go.jp/hokkaido/merumaga/index.html 
 
◇バックナンバーはこちら 



https://www.maff.go.jp/hokkaido/merumaga/hok_agri_tsuushin.html 
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